
 

船舶インシデント調査報告書 

令和４年７月２７日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

インシデント種類 運航不能（機関故障） 

発生日時 令和３年７月１５日 ０７時４０分ごろ 

発生場所 千葉県富津市金谷港南西方沖 

 金谷港第１防波堤灯台から真方位２４３°１.５海里付近 

 （概位 北緯３５°０９.２′ 東経１３９°４７.５′） 

インシデントの概要  プレジャーボートBEST
ベ ス ト

Ⅱは、航行中、主機の回転数が下がって運航

不能となった。 

インシデント調査の経過 令和３年８月３日、主管調査官（横浜事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート BESTⅡ、５トン未満（長さ７.４７ｍ） 

２８０－３２５５５千葉、個人所有 

 ディーゼル機関、船内外機、４サイクル、出力１６９.１７kＷ、回

転数毎分３,６００、６気筒、ボア９４mm、使用燃料軽油、平成７

年２月進水 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

損傷 なし 

気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 東北東、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏 

インシデントの経過  本船は、船長が１人で乗り組み、釣りをする目的で、千葉県館山市

布良
め ら

西方沖に向けて主機を回転数毎分（rpm）２,５００とし、約１８

ノットの対地速力で金谷港南西方沖を航行中、突然主機が２,０００

rpm まで下がった。 

船長は、主機を停止して機関室を確認したところ、発航前点検時に

なかった潤滑油が溜まっていることを認め、主機に不具合があると考

え、運航不能と判断し、友人に本インシデントの発生を連絡した後、

１１８番通報した。 

 本船は、友人の船舶にえい
．．

航されて富津市所在のマリーナに帰港し

た。 

主機は、本インシデント後、機関整備業者が点検した結果、シリン

ダブロックの鋳物製造過程で砂を抜いた後の円形の穴を塞ぐ目的で設

置するアルミ製の小型円形砂抜穴蓋
ふた

（以下「本件蓋」という。）の経

年劣化による腐食で潤滑油が漏れており、また、過給機のロータ軸受

が焼き付きを生じていたことが判明した。 

 

主機は、潤滑油サンプタンクの潤滑油が主機直結の潤滑油ポンプで



 

吸入加圧され、こし器、潤滑油冷却器を経て潤滑油主管に送られ、ク

ランク軸、ピストン、カム軸、過給機のロータ軸受等を潤滑及び冷却

して同サンプタンクに戻って循環するようになっていた。 

船長は、本船を本インシデントの約７年前に中古船で購入し、取扱

説明書に本件蓋が点検項目には入っていなかったので交換したことが

なかった。 

船長は、機関整備業者に依頼して主機の運転時間が約１００時間ご

とに潤滑油の交換及び点検を実施していた。 

本件蓋は、燃料噴射ポンプを外さないと目視点検できない構造にな

っていた。 

分析  本船は、取扱説明書に本件蓋が点検項目には入っていない中、本件

蓋が経年により腐食して潤滑油が漏れたことから、航行中、潤滑油不

足により過給機のロータ軸受が焼き付いて主機の回転数が下がり、運

航不能となったものと考えられる。 

原因  本インシデントは、本船が、取扱説明書に本件蓋が点検項目には入

っていない中、本件蓋が経年により腐食して潤滑油が漏れたため、航

行中、潤滑油不足により過給機のロータ軸受が焼き付いて主機の回転

数が下がったことにより発生したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・２０年以上経った中古船を購入するときには、機関整備業者に依

頼して主機の砂抜穴蓋を点検してもらうこと。 

 


